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「だれでもガイド！」は Web 上で「仮想ツアー」を簡単に作成・発信できるツールである．このツールでは，

Google ストリートビューのパノラマ画像などに案内役キャラクター，セリフ，効果音を付加し，ガイド付きツ

アーの疑似体験を提供できる。本ツールによる情報発信では，取材やヴィジュアルデザインに時間を割く必要

が不要である．このツールを複数の大学・短大・高校でそれぞれ試用した結果，いずれも学生・生徒達が短時

間で使いこなし，積極的にコンテンツ作成を行っていた．この結果から，本ツールは観光教育や地域教育の実

践に応用できる可能性が示唆された． 

 

キーワード：仮想ツアー、観光教育、地域教育、成果発信 

 

１． はじめに 

観光系・地域づくり系専攻の学生を対象に，地域の

魅力を発掘させ，ストーリーを紡ぎ，観光コースとし

て企画提案させるような演習授業やコンテストがよく

行われている。だが，そこで生み出された成果をどう

世間に発信していくかは悩ましい問題であり，優秀・

斬新な観光コースであっても，旅行商品として採用さ

れない限りは，提案書の中に埋もれてしまいがちであ

った 1)。 

このような学生企画のツアーを「仮想ツアー」とい

う形でインターネット上へ発信可能とするツールが，

我々の開発してきた「だれでもガイド！」1)である。

仮想ツアー（Virtual Tour）とは，特定の現実／仮想空

間の様子をコンピュータ上で再現し，視座や視野など

を操作可能にすることによって，利用者に空間の疑似

体験を提供するものである．すでに仮想ツアーは観光

地やホテル・リゾート施設のプロモーション手段とし

て、 あるいは博物館や史跡・遺跡の公開の一手段とし

て，Web サイト上でしばしば用いられている（たとえ

ば，ひろしまナビゲーター(1)，ルーブル美術館(2)）。さ

らに 近ではヘッドマウントディスプレイを使用した

仮想ツアーを観光プロモーションに使用する地域や施

設も見られる 2-3)。 

我々の「だれでもガイド！」は，実写パノラマ画像

上に案内役キャラクターとセリフを重ねて表示し，ガ

イド付きツアーの疑似体験を提供できるツールである。

このツールの 大の特徴は，Google ストリートビュー

(3)を利用可能としたことである． Google ストリートビ

ューでは，自動車型，自転車型，手押し型，背負子型

など多様な撮影機材によって屋内外での撮影が行われ

ているとともに，利用者による投稿も受け付けること

で，現在では世界中の観光施設，自然公園，公共施設，

商業施設等が多数カバーされている。またGoogle スト

リートビューの機能は他サイトに組み込み可能な API

として提供されているため，旅行会社による販促 (4)

や，実写型の道案内(5)，仮想ランニングツール 4)，仮想

サイクリングツール 5) など，様々な応用がなされてい

る．この Google ストリートビューを活用することで，

「だれでもガイド！」では取材の手間をかけずに世界

中の仮想ツアーを作成・発信することができる．さら

にヴィジュアルデザインに時間をかけずに一定の質の

仮想ツアーが短時間で作成できるため，学生は本題の

観光コース設計に集中できることが期待できる．  

本論文では，この「だれでもガイド！」を紹介する

とともに，複数の教育現場で行ってきた実践結果につ

いて報告し，その可能性について議論する． 
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２．「だれでもガイド！」の概要 

「だれでもガイド！」（http://www.comp.tmu.ac.jp/ 

kurata/DaredemoGuide/）は，メニュー画面，閲覧ツー

ル，編集ツールの三要素から構成される。いずれも

Web ブラウザ上で稼働する（インストール不要な）Web

アプリであり，タッチパネル操作にも対応している。 

 

(1) メニュー画面 

メニュー画面（図 1）では，登録済みのコンテンツ

が一覧表示されている。各写真にカーソルをあわせる

とキャッチコピーと作成者名が表示され，クリック／

タップすると仮想ツアーが開始される．なお利用者の

参考のため，各写真の下にはアクセス数と「いいね」

数が表示されている．また，画面 下部には，編集ツ

ールへのリンクも掲載されている． 

 

 

図－１ メニュー画面 

 

(2) 閲覧ツール 

 閲覧ツールでは，画面全体に実写映像が背景として

表示され，その手前に案内役キャラクターとそのセリ

フが表示される（図 2）。利用者は画面をクリック／タ

ッチすることによって，仮想ツアーを先に進めること

ができる。時には「右へ行く」「左へ行く」のように、

セリフ中に選択肢が表示され，その選択によって展開

が変わる場合もある。また，背景がパノラマ画像のと

きは，マウスドラッグ／スライド操作によって，360

度周囲を見渡すことができる。さらに，「地図」アイコ

ンをクリックすれば，その場所の地図を参考情報とし

て表示することができる。 

現在のバージョンでは，表示されたセリフは音声合

成によって読み上げが行われる（Google Chrome など

の対応ブラウザのみ）。また，仮想旅行気分を高めるた

め，波の音や鳥のさえずりなど，場面に応じた効果音

を再生できる機能を設けられている。 

 

 

図－２ 閲覧ツールの画面例 

 

(3) 編集ツール 

 編集ツールにおける作業は， PowerPoint でのスライ

ドショー作成と同様に，「ページ」を順に作成していく

こととなる。各ページは，画面右側に表示された背景

一覧，キャラクター一覧，効果音一覧の中の素材を，

ページ作成タブ（図 3）上の枠内にドラッグ＆ドロッ

プし，セリフを入力することで完成する。背景には，

Google ストリートビュー内のパノラマ画像か，自分で

撮影したパノラマ画像，ないしは通所の静止画像を使

用できる．キャラクターと効果音については，利用者

の利便性を高めるため，標準素材があらかじめ登録さ

れている（もちろん自分で登録することもできる）。 

 

 

図－３ ページ編集画面 

 

画面中央部はタブ切り替え式になっており，それぞ

れのタブではページの編集，背景の登録，キャラクタ

ーの登録，効果音の登録，メタデータの編集ができる。

メタデータとはコンテンツ自体に関わるデータのこと

で，タイトル，作成者名，キャッチコピー，表紙画像

から構成される。 



ストリートビュー背景の登録タブ（図 3）では，

Google ストリートビューと同様の操作で背景の登録

ができる．まず場所をキーワード検索すると，対応箇

所が地図表示される．この地図上で視座位置し，右側

のストリートビュー上でのドラッグ／スライド操作に

よって視野（カメラアングル）を決定する． 後に「背

景名」を入力し，登録ボタンを押すと，背景登録が完

了する。 

 

 

図－３ ストリートビュー背景の登録画面 

 

 画面 上部には「新規作成」「通常読込」「追加読込」

「CSV 読込」「保存」「試しプレイ」の各コマンドが表

示されている。「通常読込」は HDD や USB メモリ内

にあるデータファイルを読み出すことができ，「追加読

込」では現在編集中のコンテンツに別のデータファイ

ルの中身を結合できる．「CSV 読込」では，位置座標

と地名が列挙されたデータファイルを読み込み，背景

に一括登録できる。 後に「試しプレイ」では，作成

したコンテンツが閲覧ツール上でうまく作動するかど

うかを確認することができる。 

 作成したコンテンツを Web 上で一般公開するため

には，コンテンツデータファイルを自前のWeb サーバ

にアップロードするか，筆者にメールで申請する必要

がある。前者の場合は，http://www.comp.tmu.ac.jp/kurata 

/DaredemoGuide/viewer.html?src=[ファイルのアップロ

ード先URL] から閲覧可能となる．後者の場合は，人

力によるチェックを経たのち，前述のメニュー画面上

に掲載することができる。 

 

３． 実践活動と改良 

 我々は本ツールの実用性を検証するため，まず本学

の大学院専門科目「観光地理情報学特論Ⅰ」内で受講

生に試用させた．簡単なマニュアルを配布し，約 15

分間の説明ののち，「自分が同級生に案内したい場所」

の簡単な紹介を作成するよう指示した。しかし学生達

は予想以上に作業に没頭しはじめたため，予定を変更

し，翌週回に鑑賞会を行うこととした． 終的に学生

が作成したコンテンツは，故郷の観光案内や，以前訪

れた旅行先の紹介，街のグルメ紹介，昔話のパロディ

など，多様かつ力作揃いであった．また，地域を飛び

越えたランキング形式での紹介や，三択クイズなど，

自由な発想で仮想ツアーが作成されていたのが印象的

であった． 

次にここで作成されたコンテンツを利用し，「だれ

でもガイド！」を本学学園祭，ならびに日本科学未来

館で開催された地理情報系イベント(6)．利用者の様子

を観察していると，評判はおおむね良好で，とくに高

齢者からの反応がすこぶる良く，端末の前で思い出話

を語りながら長時間楽しんでいるグループが何組も観

察された．一方で，幼児連れ家族の場合，幼児がタッ

チパネルを連打して仮想ツアーをどんどん進めてしま

うような事態が何度か観察された．このような例を除

けば，ほとんどの利用者がセリフを 後まで聞いてか

ら次の場面へと進むような，ゆっくりとした閲覧を行

っていた．機械音声によるセリフ読み上げは，決して

流暢ではないが，コンテンツをじっくり鑑賞させると

いう点では一定の効果があるようである． 

こののち我々は，他校（A 短大，B 高校，C 大学の

計三校）の教員からそれぞれ「だれでもガイド！」の

利用希望を受けた． 

A 短大は，観光系学科の学生が主体となって都内の

物産館にて地域 PR 活動を行う中で，パネル展示，食

品販売とともに，「だれでもガイド！」による地域紹介

を行った．担当教員によれば， ICT 経験の多くない学

生達であったが，すぐに操作方法を修得し，成果物が

ネット上公開されることもモチベーションもなって，

終的に予定以上の 4 コンテンツを次々と作成したと

のことである． 

B 高校（普通科）では，「地理A」の学修内容を活用・

発展させるため，各生徒が興味ある海外地域を図書館

やネットで調べ，「だれでもガイド！」を使って互いに

紹介しあうという演習が年度末に行われた．担当教員

によれば，調査・発表会も含め実質 6 時間という短期

間であったが，生徒達は 1 時間ほどで使い方をマスタ

ーし，使いこなせていたので，学校現場で活用しやす

いと感じたとのことである． 



C 大学の教員からは，ゼミのプロジェクトとして外

国人向けに高尾山の案内を作りたいという相談を受け

た．このゼミには外国人留学生が多いため，編集ツー

ルの日本語表記を英語に切替えられる機能と，英語・

中国語・韓国語でのセリフ読み上げ機能を追加実装し

た．また，「空間的データの作成自体から取り組ませた

い」という教員の要望を受け，学生が撮影したパノラ

マ画像（XMP 形式）も本ツール内で表示できるように

改良を行った．なお， 終的には学生達は，英語音読

機能が搭載されているにも関わらず，よりリアルさを

求めて，独自に英語での吹き替えを行っていたとのこ

とである．  

以上の事例から，「だれでもガイド！」は大学生の

みならず高校生・留学生にも簡単にコンテンツ制作を

修得でき，なおかつ彼らの創作意欲を引き出すツール

であることが確認できた．一方で，本ツールの課題と

して，ストリートビューの撮影された時刻／景色が一

時点に限られていること，オリジナル写真を使用する

場合には別のアップローダを使用しなければならない

点，キャラクターの表示位置が限定されている点を指

摘された．物理的にすべてが対処可能なわけではない

が，より使い勝手のよいツールをめざし，今後とも利

用者の声を聞いて改善をはかっていきたい． 

 

４． おわりに 

本研究では，仮想ツアーを誰もが簡単に作成・発信

できる「だれでもガイド！」を開発し，さらにそれを

各学校で試験運用した結果，教育現場での利用可能性

を実感することができた．当初は観光教育現場での利

用を想定していたが，一般的な学生・生徒を対象にし

た地域学習においても，「地域を人に紹介する」という

観点を意識させ，能動的学習を促すことができるので

はないか，という期待を持つことができた。今後は本

ツールの教育現場での一層の活用をめざし，操作説明

動画やチュートリアルなど導入教材の整備や，実践例

の蓄積に取り組んでいきたい。 

 また「だれでもガイド！」は教育現場以外での応用

も考えられる。たとえば，施設や駐車場への道案内，

マラソンコースやハイキングトレイルのルート紹介，

地域のまちづくりワークショップへの利用，交通安全

指導，実写版アドベンチャーゲームの制作など，可能

性は様々である．このような応用可能性を利用者とと

もに開拓していくことも今後の課題である。 

謝辞：本研究は，公益財団法人 科学技術融合振興財団から

の調査研究助成を受け遂行された（課題名：アドベンチャー

ゲーム型仮想観光ツアー作成ツールを利用した市民の手に

よる観光情報発信の実現）。 

 

【補注】 

(1) http://www.hiroshima-navi.or.jp/virtual/ 

(2) http://www.louvre.fr/jp/visites-en-ligne 

(3) https://www.google.co.jp/intl/ja/maps/streetview/ 

(4) http://www.jtb.co.jp/kokunai_guide/promotion/streetview/ 

(5) http://navitte.jp 

 

【参考文献】 

1) 倉田陽平・相尚寿・真田風・池田拓生, 2016. 地域の「仮

想ツアー」を誰もが簡単に作成・発信できるツールの開

発. 観光科学研究, 9, 103-108.  

2) 楽天 2014. 楽天トラベル、長野県と連携して「バーチャ

ル リ ア リ テ ィ 観 光 体 験 」 イ ベ ン ト を 開 催 . 

http://corp.rakuten.co.jp/news/update/2014/1217_01.html. 2015

年 9 月 1 日閲覧. 

3) Marriott 2015. Marriott Hotels introduces the first ever in-room 

virtual reality travel experience. http://news.marriott.com/2015/ 

09/marriott-hotels-introduces-the-first-ever-in-room-virtual-reali

ty-travel-experience-.html. 2015 年 9 月 1 日閲覧. 

4) 尾花慎也 2013. 世界中を走るルームランナーの製作. イ

ンターフェース. 39(1): 89-97.. 

5) 溝渕昭二 2015. 仮想スタンプラリーシステムによる観光

支援の検討, 観光情報学会第 12 回全国大会講演論文集: 

56-57. 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


